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1、はじめに
　関西文化学術研究都市記念公園（けいはんな記念公園）は、平成 7（1995）年に関西文化学術研究都市の建設を記念して、また、平安建都 1200 年記念事業の一環として整備された京都府立公園である。平成 18 年 6月、京都府により指定

管理者制度が導入されて以降、現在に至るまで植彌加藤造園株式会社が管理運営を継続して行っている。

　管理運営にあたっては、より良いサービスの提供と公園の利用活性化を目指して「良きハード、良きソフト」の展開を軸に管理運営に取り組んでいる。それにより、指定管理者参入 6年目である平成 23 年には、利用者数の大幅な増加とい

う結果を得ることができた。今回はその取り組みについて紹介したい。

２、関西文化学術研究都市

3、関西文化学術研究都市記念公園（愛称：けいはんな記念公園）
1） 基本情報

　　名　称　：　京都府立関西文化学術研究都市記念公園（愛称：けいはんな記念公園）

　　所在地　：　京都府相楽郡精華町精華台六丁目 1番地

2） 公園設立理念概要

　関西文化学術研究都市記念公園は、国家的プロジェクトとして進められている関西文化学術研究都市の建設を記

念し、また平安建都 1200 年記念事業の一端を担い、都市のシンボル、都市のオアシスとして建設されました。

　この公園では、学研都市の持つ国際性、文化性を念頭におきながら、「自然との調和」という学研都市建設の基

本理念を活かし、南山城地域の、延いては日本の風土や景観を公園各所で表現しています。関西文化学術研究都市

記念公園は、このような特性を活かし、国際的、地域的な交流の場としての役割を担うことを使命としています。

3） 公園設立までの経緯

　　平成 2年 3月　　　　　　　　　　　関西文化学術研究都市記念公園基本計画策定

　　平成 5年 7月～ 7年 3月　　　　　　建設工事

　　平成 6年 9月～ 11 月（59 日間）　  　「第 11 回全国都市緑化きょうとフェア」

　　平成 7年 4月 28 日　　　　　　　　  開園記念式典

　　平成 7年 4月 29 日　　　　　　　　  開園（都市公園として一部供用開始）

　指定管理者制度とは、これまで、国や公共団体、またはそれた団体が一定比率以上出資している事業体、いわゆ

る第三セクター、およびそれに準じる団体に委ねられていた「公の施設」の管理市場に、民間の参入が可能になっ

た制度で、2003 年の地方自治法改正により導入された。この指定管理者制度採用の最大の目的は、民間の培って

きた専門知識及び技術を利用し、「サービスの向上」と「コスト縮減」を具現化することにある。

4、指定管理者制度

　関西文化学術研究都市記念公園は大きく分けて、水景園（日本庭園）と芽ぶきの森（自然保全区域）からなる「有料

区域」と広場・谷あいなどの「交流区域」からなっています。

関西文化学術研究都市記念公園配置図

1) 　位置 
　　京都府、大阪府、奈良県にまたがる木津川左岸の京阪奈丘陵地域 

2)　規模 
　　関西文化学術研究都市の規模 
　　面積：約 15,000ha　  人口：約 41 万人（計画） 

　　うち文化学術研究地区（12 カ所）の規模 
　　面積：約 3,600ha　　人口：約 21 万人（計画） 

（意義・理念：国土交通省　都市局　都市政策課　大都市戦略企画室ホームページより抜粋）

建設の意義
　関西文化学術研究都市の建設は、関西文化学術研究都市建設促進法（昭和 62 年法律第 72 号）に基づき、近畿
圏において培われた豊かな文化・学術・研究の蓄積を活かし

① 文化・学術・研究の新たな展開の拠点づくり
② 我が国及び世界の文化・学術・研究の発展及び国民経済の発展への寄与
③ 未来を拓く地の創造都市の形成
　
という学研都市の理念に立って、創造的、かつ国際的、学際的、業際的な文化・学術・研究の新たな拠点づくり
を目指すものであり、近畿圏はもとより、我が国及び世界の発展に大きく寄与する国家プロジェクトである。

建設の基本的な考え方
　　産・学・官の協力を基調とし、民間活力を最大限に活用して都市の建設を進めます。また、産・学・官の連
携を強化するとともに、文化・学術・研究における国際的・学術的・業際的な交流を推進します。

　シンボルマークのモチーフは「飛天」です。飛天とは、飛
びながら天の花を散らし、音楽を奏で香を薫じる天女のこと
です。
　やわらかな曲線は京阪奈丘陵を、3つの形は過去・現在・未
来の積み重ねを、また京都・大阪・奈良、あるいは産・学・
官の連携を表現しています。

（意義・理念：国土交通省　都市局　都市政策課　大都市戦略企画室ホームページより抜粋）

シンボルマーク：飛天

公園の構成

全体公園面積　　　約 24.1 ヘクタール
有料区域面積　　　約 17.0 ヘクタール
（水景園面積：約 2.0 ヘクタール、芽ぶきの森面積：約 15.0 ヘクタール）
無料区域面積　　　約 7.1 ヘクタール
（芝生広場：約 3.7 ヘクタール、谷あい：約 1.5 ヘクタール、その他約 1.9 ヘクタール、せせらぎ：約 430 メートル）
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5、関西文化学術研究都市記念公園の取り組み

地域グループ（相楽木綿の会）の誘致
　　　　　　　　　　と運営サポート

教育現場への専門家の派遣ボランティアとの共同管理

地域放送局の取材対応

芽ぶきの森内樹木管理水景園内の苔張替園内除草と清掃

特別イベント「観月の夕べ」 特別イベント「水景園のホタル観賞会」 地域連携イベント「ポケットマルシェ」
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628,0271）利用者数者数推移に見る関西文化学術研究都市記念公園

　関西文化学術研究都市記念公園に指定管理者制度が導入されて平成 24 年度で 7年目になる。この間、植彌加藤造園株式会社は、指定管理者と

して様々な取り組みを行ってきた。

　右のグラフより、平成 18 年の指定管理者制度導入後、公園全体の利用者数が飛躍的に増加していることがわかる。平成 18 年以降 3年間で管

理運営の事業展開が公園利用者に急速かつスムーズに受け入れられたと解釈できる。また、21年度以降をみても、18 年度以降 3年間の集客数の

増加率と比較すると緩やかではあるが、概ね高い水準を維持しながら集客数は増加傾向にある。なお、平成 22 年度のみ前年度から微減したが、

これは気象条件や周辺施設の閉鎖等、公園をとりまく環境の変化が原因と考えられ、むしろ微減にとどまったことが公園の集客率の高まりを示

すものととらえられる。平成 23 年度からは再び増加に転じ、公園全体の入園者数は公園設立以来最高の 60 万人を突破した。この数字は、公園

利用者数の許容量上限に近く、公園が市民に効率よく利用され、支持を受けているということを示すものであるといえる。

　公園の施策は質・量ともに円熟期を迎えている。今後の公園の方向性としては、利用者の満足度、幸福度を高めていくことを第一とし、永続

的に「愛される公園」であることを目指していく。

2）関西文化学術研究都市記念公園における管理運営方針

　関西文化学術研究都市記念公園の管理運営は、「良きハード」、「良きソフト」、「良き広報」、「良き関係」という４本の柱を基本方針としている。

これまで、この方針に則り管理運営を遂行しており、利用者数増加にみられるような成果を上げている。今後もこの基本方針を念頭に置きながら、

さらなる発展を目指している。

指定管理者制度の導入

良きハード
　美しい日本庭園、里山の風景を再現した景観、明

るく生物多様性に富んだ芽ぶきの森（自然保護区域）

など、公園創設時に形成された公園の基盤が「ハード」

である。

　長期的な視野をもちながら専門家による維持管理、

整備を効果的に継続し、時を経るごとに魅力を増す

ものにしてこそ「良きハード」であると位置付けて

いる。

～公園の基盤～

良きソフト
　関西文化学術研究都市記念公園では公園の利用促進

のため、「ハード」の魅力を活かしながら、公園のコ

ンセプトである「文化と自然を大切にした公園」を目

指してサービスや各種イベントプログラムなど様々な

「ソフト」を提供している。その数は年間 160 回を超

える。

　利用者が気づきや実感の伴った感動をもつことがで

きてこそ「良きソフト」であると位置づけている。

～公園が提供するサービス～

良き広報

　公園の利用活性化を図るには、「良きハード」、「良き

ソフト」の提供に加え、それらを効果的に周知する方

策が必要である。それが「良き広報」である。

　来園していただいたお客様を誠心誠意もてなし、よ

り良いサービスを提供し続けるためにも「良き広報」

の展開は必須である。

～公園の情報発信～

　関西文化学術研究都市記念公園の管理運営は、地域やあらゆる活動団体、個人など、多くの「人」の協力なしでは語ることができない。公園を管理運営する上では、あらゆる場面にお

いてこれらの「人」と「良き関係」を築くことが最も重要である。

　しかしながら、「良き関係」は一朝一夕では構築できるものではない。長期的視野を持ちながら、地域住民や団体、公的機関、企業などと積極的に連携し、公園だけではなく、地域の活

性化に継続的に寄与していくといった様々な自助努力が必要である。今後公園が目指す「愛される公園」の実現のためにも「良き関係」は必須である。

良き関係　～公園と皆様 ( 官・民・地域）～

関西文化学術研究都市記念公園における管理運営方針モデル


